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令和４年３月に令和４年度事業計画及び予算承認の理事
会決議（書面）がありました。又、令和４年６月に令和３
年度決算・事業報告承認の理事会決議（書面）がありまし
た。今年度は、コロナ渦でいずれも書面決議となりました

。
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